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41.地震の モ デ ルと 引き込 み相 転 移
神戸大 ･理 高安秀樹､高安美佐子､松崎光弘
地震現象は､マグニチュー ドに対するグーテンベルク ･リヒタ-の法則や余震の分布に
対する大森の公式などのきれいな経験則が幾つか知 られており､統計物理学の対象 として
大変興味深い｡ここでは､地震のモデルとしてバネと摩擦による振動子系のモデルを考え
る｡モデルは図 1に示されるようにバネでつながれた摩擦のある箱によって構成されてい
る｡下の台は一定の速さVで動 くものとし､動摩擦が静止摩擦に比べて大きく､かつ､箱
の質量が無視できるような場合を想定する｡この状況は一定速度のマントルの動きによっ
て引き起こされる地殻の変動に対応 している｡
箱はバネの力が静止摩擦の限界を越えるまでは台と共に速度 Vで動 く｡1つの箱にかか
るバネの力の総和が静止摩擦の限界を越えると､箱は瞬間的に箱の変位が0となる位置に
移動する｡これが地震の素過程である｡箱同志をつな ぐ横向きのバネが弱い場合には､箱
はそれぞれ国有の周期で､のこぎり波状の振動を繰 り返すが､バネを強くしていくと箱の
振動に引き込みが起こり､多数の箱がまとまって同一の周期 と位相で振動するようになる｡
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